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「学士力」を軸とする新たな「教育力」広報の構築（川口・伊藤・石坂・細野）

Ⅰ．研究の背景

１．大学間競争と大学ブランド

18歳人口の減少、教育研究の国際化、大学評価など、

大学を取り巻く環境が変化し大学間競争が激化してい

る。その中で私立大学の二極化が進んでいる。例えば、

2008年度の入試動向を見ると、私立大学328大学の総志

願者数は2,438,358人であった。その37％が、数では僅

か４％にしかすぎない12の私立大学に集中している

（表１）。財務面でも有力私立大学は優良企業並みの格付

けを得る一方で、2006年度には私立大学の総志願者数

の約40％を占める222校で定員割れが起きている。しか

も、日本私立学校振興・共済事業団の調査では98学校

法人が「経営困難」とされ、その中の15学校法人が

「いつ潰れてもおかしくない」と判定されている。

今後、二極化の上位に位置する私立大学においても、

学生の質と量の確保をめぐり、「良質な教育の提供」「研

究力」「国際競争力」など、大学のこれらの取組みと成

果が、そしてそれらの総体としての大学の「ブランド力」

が問われることになる。

２．「学生にどのような力をどれだけ身につけさせるこ

とができた（る）のか」

「全入時代」といわれ、大学・短大等現役進学率が
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52.9%（旺文社教育情報センター 平成20年調べ）にの

ぼる中で、大学の教育の質、学生の卒業時の質が社会的

に大きな注目を集めている。文部科学省中央教育審議会

大学分科会制度・教育部会の学士課程教育のあり方に関

する小委員会は、その審議のまとめ「学士課程教育の構

築に向けて」（2008年３月25日）で「学士力」を提言し、

大学卒業時に身につけるべき力量の項目を示している。

経済産業省でもほぼ同じ意図で「社会人基礎力」を提起

している。

読売新聞社では、これらの教育の質を問う動きに呼応

して、大学に「学習支援策」、「FDの取り組み」、「教育

成果の確認」について「実施状況／有効性」を問うアン

ケート調査を行った。さらにその中で、定員数に対する

在学生数、設置基準教員数に対する専任教員数、標準修

業年限卒業率、学生評価実施率、教師力表彰制度など教

育体制や教育向上をはかる取組みを問うている。そして、

アンケートの集約を「大学の実力」と銘打って紙面に掲

載した（2008年７月21日）。このアンケートの項目は読

売新聞が考える大学の教育の、「実力」のすべてではな

いが、その主要なものであると考えることができる。

これまで偏差値、知名度、就職状況などの項目がいわ

ゆる「大学ブランド」を形成してきた。今後、大学の教

育力、つまり、学生にどのような力をどれだけ身につけ

させることができた（る）かを、高校生、父母、広く社

会がわかりやすい形で広報していくことが、社会的評価

を高め「大学ブランド」を形成・向上させるための主軸

になることを示している。

３．『大学ランキング』における教育力の指標

大学の教育の質をめぐって、今日、マスメディアがさ

まざまな指標を設定し、大学のランキングを発表してい

る。

例えば、リクルートカレッジマネジメントの「進学ブ

ランド力調査」（2007年11月12日）は、高校生が見て

いる（感じている）教育方針、教育内容、教授陣、教

養・専門などの学力、国際センスや資格取得などを指標

としている。『週刊東洋経済』の「本当に強い大学」

（2008年10月18日）は、帰属収入に占める教育研究経

費の割合、ＧＰ採択数、科研費獲得額、教員一人当たり

学生数の四項目を「教育力」の指標としている。『サン

デー毎日』の「進路指導教諭に聞いたイチ押しの大学」

（2008年９月７日）は、進路指導教諭へのアンケート結

果として教育力が高い大学、入学後生徒を伸ばしてくれ

る大学、制約がない場合に生徒に勧めたい大学のランキ

ングを掲載している。朝日新聞社の『大学ランキング』

（2008年５月１日）は、学長からの評価（教育分野）、

高校からの評価（生徒に勧めたい）、教員一人当たり学

生数、学生一人当たり IT環境、留学制度、大学院進学、

表１　12 私大の近年の志願者数の推移

＊2008 年度の数は代々木ゼミナール「私立大学の出願結果（4/8）」より抽出



－127－

「学士力」を軸とする新たな「教育力」広報の構築（川口・伊藤・石坂・細野）

留学生数、外国人教員数などのランキングを示している。

これらの様々な指標は、現在、大学教育の質をはかる共

通の指標が見当たらないことからくると考えられる。

これらの指標の特徴は、在学生から直接に大学の「教

育力」とその成果を問う調査がないことである。もうひ

とつの特徴は、学生の卒業時の学力として提起された

「学士力」の項目との関連性がないことである。今後、

これらの指標化が予想される。従って「教育力」広報は

これらの動きを見越して開発する必要がある。

文部科学省や経済産業省が相次いで卒業時の学生や社

会人として求められる力量を提起していることや、読売

新聞社のアンケート調査の「大学の実力」の項目を見て

も、今後、大学が４年間でどのような力を学生に身につ

けさせる（た）のかが、『大学ランキング』においても、

あるいは大学をめぐるマスコミ報道でも注目されてくる

ことは明らかである。そして、教育の質とその向上をめ

ぐる有力な項目（指標）が、「学士力」の項目であり、

その「細目」が中央教育審議会大学分科会制度・教育部

会学士課程教育のあり方に関する小委員会の審議のまと

め「学士課程教育の構築に向けて」の個々の提起となる

であろう。

こうした動きを見据えると、大学には、父母や学生、

受験生にわかりやすい形で、「学士力」の項目に沿った

教育の取組みと成果を発信し、社会に教育の質を問うこ

とが求められている。

Ⅱ．研究の目的

今後、大学は「教育力」をわかりやすく社会に発信し、

「教育力ある大学」としての評価をよりいっそう高め、

「大学ブランド」を形成・向上させることが必要である。

同時に、「教育力」の発信は、日本の大学の「教育力」

の交流ともなり大学全体の「教育力」の向上にも寄与す

ることになる。そこで、本研究は、大学教育の質が注目

される状況の中で、新たな「教育力」広報の政策を提起

する。この広報政策は2007年に立命館大学が設定した

タグライン「+R 未来を生みだす人になる。」注１）の

「＋R」の内実、すなわち学生への「付加価値」を教育

システムとプログラムの到達点と成果として社会に示す

ことになる。

Ⅲ．研究の方法

１．「学士力」の重視

研究の背景で述べたように、現在、大学の「教育力」

をはかる共通の指標は開発されていない。一方で、社会

的には「学士力」「社会人基礎力」に代表されるように、

卒業時の質の保証が注目されている。そこで、本研究で

は今後重視されるであろう「学士力」を軸に「教育力」

広報の調査研究を行う。

２．競合大学を設定した調査分析

一般的に政策を立案するためには、競合を明確に定め

競合分析から現状と課題を導き出すことが重要である。

競合分析の強みは、競合の取組みや到達に比して強みと

弱みを具体的に明らかにし、課題を具体的に設定できる

ところにある。また、この作業は競合との「狭い比較分

析」に終始する危険性があるが、作業を組織を取り巻く

状況と課題あるいは各行政官庁の答申や提起など、社会

的な広がりと関連の中で行えば、競合に一歩先んじて機

会や脅威を発見することができる。こうした競合分析は

次に競合にも波及し、「ライバル」としての相互発展が

もたらされることになる。

本研究では、大学の歴史・規模やこれまでの「立同」

としての比較などを勘案し、競合に同志社大学を設定し

調査分析を行う。

競合分析は以下の三つの側面から行う。

（１）各種ランキングにおける既存の「教育力」項目の

分析

公刊されている『大学ランキング』における「教育力」

をはじめとする項目に関して両大学を比較し、年度ごと

の推移を調査し、競合状況を押える。

（２）「学士力」項目からみる両大学の広報の比較

「学士力」の項目から見る両大学の教育力の打ち出し

について、受験生向けの『大学案内』をもとに比較す

る。

（３）新聞記事掲載件数の比較

「教育力」に関わる社会的発信の状況をみるために、

「学士力」の打ち出しについて新聞記事の掲載内容を比

較する。
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３．先進的取組みを行う大学の事例調査

「教育力ある大学」としてのイメージを持つ金沢工業

大学の事例を調査し、その教訓と立命館大学の「教育力」

広報の課題を明らかにする。

４．大学生が学びに求めているものについての調査

今後、立命館大学が、社会が求める「教育力」に応え、

真に教育力ある大学として発展し、その評価を高めてい

くためには、大学で学ぶ学生が教育に求めるものに応え、

満足度を高める「教育力」の広報を展開しなければなら

ない。そのために、学生が学びにおいて求めているもの

を調査する。「教育力」広報政策を学生の求めているも

のと「学士力」によりフィットさせようとするためであ

る。

５．立命館大学の教育システムなどの「学士力」項目に

おける“あてはめ”の検討

立命館大学にある様々な教育システムやプログラムを

「学士力」と学生の学びが求めているものとの関連性を

検討し、「学士力」の項目に落とし込むマトリクスを作

成する。これにより、体系的に教育システムやプログラ

ムを「学士力」の修得と関連付けて広報できるようにす

る。

Ⅳ．調査・分析結果

１．既刊『大学ランキング』における「教育力」項目の

分析－リクルート『カレッジマネジメント』147「進

学ブランド力調査2005～2007」

リクルート『カレッジマネジメント』147「進学ブラ

ンド力調査2007」（2007年11月12日）の関西地区別集

計から、「教育力」にかかわる立命館大学と同志社大学

の過去三ヵ年のランキング順位を比較した（表２）。集

計は関西地区１位を20点とし、以降順位が一つ下がる

ことに１点減点し、20位を１点とし、それ以下は０点

とした。教育１は、教育にかかわる大学の取組みを、教

育２はその結果、学生が習得しているものを示している。

これらは高校生の感覚であるが、大学の一つの「評価」

である。網掛けは2005年度～2007年度の調査で本学が

同志社大学に比べて高い得点を示している項目である。

2007年度では５つの項目で同志社大学より高いスコ

アを獲得している。2006年度は同志社大学のスコアが

高いが、傾向としては、本学が追いつき、追い越しつつ

あるということがいえる。「教育内容のレベルが高い」

「教養が身につく」「国際的なセンスが身につく」という

項目では同志社大学のスコアが高い。特に今日、教養教

育や教育研究の国際化が叫ばれているときに、「教育方

針が魅力的である」、「教授・講師陣に魅力的な人がいる」

といった項目では高いスコアを得ている本学としては、

表２　立命館大学と同志社女子の「教育力」にかかわるランキング比較

リクルート『カレッジマネジメント』「進学ブランド力調査2005～2007」より
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これらを「教養」「国際的」のイメージに結びつけ、具

体的に高校生に届く広報政策が必要である。

２．「学士力」項目からみる両大学の同系の学部の広報

の比較

「学士力」の項目から立命館大学と同志社大学の教育

力の打ち出しについて、受験生向けの『2009年度版大

学案内』をもとに比較した結果が表３である。集計は、

立命館大学と同志社大学に同系の学部がある法学部・文

学部・産業社会学部（社会学部）・政策科学部（政策学

部）、経済学部、理工学部、生命科学部（生命医科学部）

の７学部（括弧内は同志社大学の学部名称）について

「学士力」の項目について、Ａ（具体的に身につける力

として人材育成像などに記述している）、B（学生に身

につけさせるための仕組みについて明記している）、C

（目標や実績を数値で明記している）、Ｅ（表記なし）、

の４つに分類し、A～Cの項目の合計数を算出した。

大学案内の比較における特徴は以下のとおりである。

第一の特徴は、大学案内における学部紹介の構成要素

は「学部が目指す人材育成像」、「学ぶ分野の紹介」「カ

リキュラム表」「予想される進路」「授業紹介」「卒業生

の声」で構成されているが、それらは「学士力」の項目

に答えるものとはなっていない。

第二に、両大学ともに、「汎用的技術」の項目におけ

る記述が数多く見られる一方で「知識・理解」や「態

度・志向性」「統合的な学習経験と創造的思考力」にお

ける記述はほとんど見当たらない。立命館大学ではコミ

ュニケーションスキルに、同志社大学では問題解決力の

項目に多くの学部の記述がある。

第三に、立命館大学では文学部のリテラシー教育や産

業社会学部の少人数教育、経済学部のアカデミックライ

ティングなどの授業を通じて日本語のコミュニケーショ

ンスキルを身に付けることを明記している。また、目標

を数値で設定している項目では経済学部の経済学科で

TOEIC-IPのスコア400点、国際経済学科でTOEIC-IPの

スコア550点あるいはTOEFLE-ITPのスコア480点と明

＜大学案内2009年度版＞ 
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知識・理解 

 内容①  内容②  内容③ 

立命館大学 同志社大学 

A B C A B C

0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0

0 0 0 1 0 0

0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
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専攻する特定の学問分野に
おける基本的な知識を体系
的に理解するとともに、そ
の知識体系の意味と自己の
存在を歴史・社会・自然と
関連付けて理解する 

汎用的技能 

態度・志向性 ― 

学
士
力
 

知的活動でも職業生活や社
会生活でも必要な技能 

多文化・異文化に関する知識
の理解 

日本語を用いて、読み、書き、聞
き、話すことができる。 

特定の外国語を用いて、読み、書
き、聞き、話すことができる。 

多様な情報を適正に判断し、効果
的に活用することができる。 

情報や知識を複眼的、論理的に分
析し、表現できる。 

自己の良心と社会の規範やルール
に従って行動できる。 

生涯学習力卒業後も自律・自立し
て学習できる。 

これまでに獲得した知識・技能・
態度等を総合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそれらを適用
し、その課題を解決する能力。 

自らを律して行動できる。 

自然や社会的事象について、シン
ボルを活用して分析し、理解し、
表現することができる。 

問題を発見し、解決に必要な情報
を収集・分析・整理し、その問題
を確実に解決できる。 

他者と協調・協働して行動できる
。また、他者に方向性を示し、目
標の実現のために動員できる。 

社会の一員としての意識を持ち、
義務と権利を適正に行使しつつ、
社会の発展のために積極的に関与
できる。 

人類の文化、社会と自然に関
する知識の理解 

コミュニケーション・スキル 

数量的スキル 

情報リテラシー 

論理的思考力 

問題解決力 

自己管理力 

チームワーク、リーダーシップ 

倫理観 

市民としての社会的責任 

生涯学習力 

これまでに獲得した知識・技
能・態度などを統合的に活用
し、自らが立てた新たな課題
にこれらを適用し、その課題
を解決する能力 

＜評価の基準＞ 
Ａ・・・具体的に身につける力として人材育成像などに記述している 
Ｂ・・・学生に身につけさせるための仕組みについて明記している 
Ｃ・・・目標や実績を数値で明記している 
Ｅ・・・表記なし 

統合的な学習経験と
創造的思考力 

 

表３　大学内における「学士力」の打ち出し
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記している。

第四に、同志社大学では６つの学部で「問題解決能力」

が明記されており、文学部では外国語でのコミュニケー

ション力の項目でTOEFL550点相当の能力の習得を目指

すと明記があった。

『2009大学案内』は2008年度に作成されたものであり、

まだ「学士力」を十分意識して編集されたものではない

と考えられる。しかしながら、「学士力」が提起され、

大学の教育の質や教育力が議論されている今日、「学士

力」の項目を十分意識し、それになんらかの形でこたえ

るように『大学案内』を編集する必要がある。

３．新聞記事（ニュースリリース）から見た教育力

「教育力」に関わる社会的発信の状況をみるために、

「学士力」項目に関わる打ち出しについて、立命館大学

と同志社大学の過去６カ月間の新聞掲載記事を比較した

ものが表４－１，４－２である。ここでは、「在学生の

学びの取組み、講義紹介、教育制度の紹介、卒業生の活

躍」に絞って抜粋した。

新聞の記事においては、立命館大学の記事数が、どの

分野においても同志社大学より多くなっている。立命館

大学は連続講義の掲載が講義紹介で大きな数を占めてい

るが、それを除いても、「講義紹介」や「在学生の学び

の取組み」の項目において差がある。これらの記事は、

今日、“出来事”だけでなく、その中でその教育目的や

教育システムなど「教育力」の記事になるよう材料を提

供する工夫が必要である。

教育制度そのものについては、両大学とも、記事とし

て取り上げられることは少ない。教育制度そのものは、

一般に社会的関心になりにくいことを示している。しか

し、これを学生の学ぶ姿や成果と絡ませてリリースする

などの工夫も必要である。

一方で「在学生の地域での学び」や「在学生のアイデ

アによる商品化」等は記事になりやすい。これらのニュ

ースについては「学士力」でいう「問題解決力」「リー

ダーシップ」「市民としての社会的責任」「統合的な学習

経験と創造的思考力」を打ち出すのに効果的である。単

に「学生ネタ」にとどめることなく、これらの視点につ

いても記事の中で触れられるようにその内容を発信する

工夫も必要である。

パブリシティは、その情報の客観性や社会の信憑性も

大きい。広報としての情報提供がその成否を左右する。

大学の取組み情報は、人ネタだけではなく、教育の取組

みなどを、例えば中央教育審議会大学分科会制度・教育

部会学士課程教育のあり方に関する小委員会の審議のま

とめ「学士課程教育の構築に向けて」の個々の提起との

関連を明確にして提供するなど、情報の価値を高める工

夫が必要である。また、文部科学省や他大学の動きとそ

れらの報道、さらには雑誌の特集など、大学への関心の

社会の動向を見極め、情報発信のタイミングをはかり、

情報の的確性、適時性、新鮮性を高める。このような工

夫を重ね効果的なパブリシティを強化することが必要で

ある。

４．他大学の先進事例―金沢工業大学の教育力広報

「教育力」の高い大学として昨今、高い評価を得てい

る大学の事例として、金沢工業大学があげられる。

同大学は、朝日新聞社『大学ランキング』では、「学

長からの評価」の教育分野で、４年連続第１位と評価さ

れている。その理由は、「教育付加価値日本一の大学」

を目指し、教育目標とその到達までのプロセスが明確で

あることにある。

具体的には、学生が身につける力を「総合力（学力×

人間力）」として明確にし、さらに総合力を構成する力

量を明確にしたうえで注２）、目標とする力量を獲得する

までの学習プロセスを独自に設定して注３）、丁寧な支援

により学生の成長を実現しようとしている。（なお、こ

こでいう「人間力」とは、各企業が採用の際に重要視し

ている「人間力」を指している）。

そして、学生たちには、各自到達目標を掲げさせ、そ

の到達段階を自らはかれるような学習システムを導入し

ている。このシステムによって、学生が高いモチベーシ

ョンを維持しながら成長できる環境を整えている。

また、2008年度より改良したシラバス（同大学では

「学習支援計画書」）においても、個々の授業において

「総合力」がどのように充実していくのかがわかるよう、

総合力の各項目との関わりを参考指標として盛り込んで

いる。

さらに、大学案内や、受験生向けのWebサイト、広

告物など、すべての媒体において、このシステムを中心

としてわかりやすく「教育」力量を発信し続けている。

一つひとつの教育コンテンツをこのシステムの文脈のな

かで一貫性を持って継続して語ることによって、信頼を

得、現在の「教育力の高い」「教育に手厚い」との評価
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「学士力」を軸とする新たな「教育力」広報の構築（川口・伊藤・石坂・細野）

在学生の学びの取り組み 

講義紹介 

教育制度の紹介 

卒業生の活躍 

調査：日経テレコンに登録されている記事から「立命館大学」で検索 
総数：1345件 
掲載：2008年5月1日～2008年10月30日 
対象紙：日経新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、産経新聞、京都新聞 
上記以外の主な項目：シンポジウム、スポーツ、企業人事、不祥事、教員コメント、研究成果の発表 

京の人今日の人：「そらたね祭」実行委員長・岡田道明さん／京都 
中東の「今」を報告　３１日に学生シンポ　立命館大 
企画、学生が初担当　やませいまつり　２日、山科青少年センター　料理コンテス 
トや巨大迷路　「創意工夫した。親子で楽しんで」 
女子大生　遊び心くすぐる手帳　恋愛、ファッション…説明書付き　立命大生プロ 
デュース　白が基調　「好みにアレンジして」 
世界の貧困を考えよう　あす中京でイベント　ホームレス支援の討論も 
町家　ＰＤＡ手に確認　京都市と立命大など　全戸の調査始まる 
屋上緑化菜園で起業　立命館大生が取り組み　学食レストランに出荷＝京都 
乳がん検診の灯　京都タワーＰＲ 
初の女性宣誓「自覚と誇り持って鍛える」　舞鶴の海上保安学校入学式 
インターンシップ：立命館大生２人が報道現場体験　毎日新聞北陸総局で６日間 
／石川 
江戸文化から読み解く　立命館大の石上阿希さん　春画で初の博士号取得 
４人の大学生“取材デビュー” 中京区の朝日新聞京都総局で記者体験／京都 
文化財ガイド体験　木津川　立命大生　地域の課題発見へ 
夏休み終盤　思い出づくりバッチリ　工作の宿題も完ぺき？　草津　ソーラーカー 
や模型飛行機製作　学生企画　児童ら体験教室 
よう北野まつり：地域住民交流の場に…学生ら手作り　北野天満宮でにぎわう 
／京都 
立命大生がメイキング映像制作　映画「天国はまだ遠く」　１５、１６日　宮津で上 
人気バンド　「くるり」の魅力、オールナイトで　立命大映像学部　９日、南区で　手 
作り映画会開催 
地域の祭り　若者が盛り上げ　２日に下京・有隣学区　巨大迷路　学生手作り　地 
元中生もコーナー企画　幅広い層楽しんで 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　漫画家・牧野圭一さん 
ワークショップ：映ってる！動いてる！　子供ら映画作りに挑戦　／京都 
第４期全国知事リレー講座　谷本知事が講演　県の温暖化対策紹介＝石川 
「平和への意識高めたい」　立命館大非常勤講師、教師目指す学生に独自講義 
／滋賀県 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　京舞・井上八千代さん 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　宗教学者・山折哲雄さん 
立命館大でリレー講座　地方分権を井戸知事が熱弁行財政改革や道州制＝兵 
中東情勢　関心を　イスラエルの大学長講演立命大 
立命大生に「茶の湯の心」　千玄室・前裏千家家元が講義＝京都 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　下鴨神社宮司・新木直人さん 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　三重大名誉教授・酒井一さん 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　歌舞伎俳優・片岡秀太郎さん 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　料亭「菊乃井」主人・村田吉弘さん 
立命館大講義「日本文化の源流を求めて」　落語家・桂三枝さん 
［大学・学ぶ力を育てる］（下）高校生に授業、興味誘う（連載） 
［教育ルネサンス］学生をつくる（７）上級生が学び方を助言（連載） 
新聞で学ぶ力育成　立命館大、表現力や問題発見力磨く 
メディア　京の３大学　映像学部学科設置から１年　「現場で学ぶ」　異なる持ち味 
大学の実力　「教育力向上への取り組み」調査（下）その１＝特集 
ひとフォーカス　元子ども兵支援にかかわる　栗田佳典さん（２１）　苦しむ人々の 
日常を知ってほしい 
夢むげんだい：不登校の子供の相談にのる、浅井正治さん　／愛知 

2008/10/29, , 毎日新聞　地方版, 22ページ, , 181文字 
2008/10/28, , 産経新聞　大阪朝刊, 25ページ 

2008/10/28, 京都新聞朝刊, 20ページ, , 601文字
 

 

2008/10/27, 京都新聞夕刊, 8ページ, , 713文字
 

 
2008/10/24, 京都新聞朝刊, 24ページ, , 273文字 
2008/10/20, 京都新聞朝刊, 21ページ, , 402文字 
2008/10/19, 大阪読売新聞　朝刊, 31ページ, 写, 645文字 
2008/10/12, , 大阪読売新聞　朝刊, 36ページ, 写, 276文字 
2008/10/11, , 京都新聞朝刊, 30ページ, , 386文字 

2008/09/23, 毎日新聞　地方版, 21ページ
 

 
2008/09/08, 京都新聞朝刊, 7ページ, , 920文字 
2008/09/04, 朝日新聞　朝刊, 30ページ, 
2008/08/27, 京都新聞朝刊, 20ページ 

2008/08/24, 京都新聞朝刊, 26ページ, , 338文字
 

 

2008/08/17, 毎日新聞　地方版, 27ページ, , 501文字
 

 
2008/08/12, 京都新聞夕刊, 7ページ, , 381文字 

2008/07/31, 京都新聞朝刊, 29ページ, , 479文字
 

 

2008/07/30, 京都新聞朝刊, 21ページ, , 603文字
 

 
2008/07/29, 大阪読売新聞　夕刊, 6ページ, 写, 1510文字 
2008/07/24, 毎日新聞　地方版, 19ページ, , 639文字 
2008/10/31, 東京読売新聞　朝刊, 26ページ, 写, 1324文字 

2008/10/30, 朝日新聞　朝刊, 28ページ, 有, 772文字
 

 
2008/10/28, 大阪読売新聞　夕刊, 8ページ, 写, 1412文字 
2008/10/21, 大阪読売新聞　夕刊, 5ページ, 写, 1543文字 
2008/10/17, 大阪読売新聞　朝刊, 30ページ, 写, 1223文字 
2008/09/23, 京都新聞朝刊, 27ページ 
2008/09/03, 大阪読売新聞　朝刊, 26ページ 
2008/07/22, 大阪読売新聞　夕刊, 9ページ, 写, 1468文字 
2008/07/01, 大阪読売新聞　夕刊, 8ページ, 写, 1286文字 
2008/06/17, 大阪読売新聞　夕刊, 8ページ, 写, 1463文字 
2008/06/10, 大阪読売新聞　夕刊, 8ページ, 写, 1480文字 
2008/05/27, 大阪読売新聞　夕刊, 5ページ, 写, 1679文字 
2008/07/20, 大阪読売新聞　朝刊, 33ページ, 　, 1063文字 
2008/06/11, 東京読売新聞　朝刊, 19ページ, 写, 1437文字 
2008/05/27, 東京読売新聞　朝刊, 15ページ, 写, 631文字 
2008/05/19, 京都新聞朝刊, 10ページ, , 1744文字 
2008/07/21, 東京読売新聞　朝刊, 29ページ, 3811文字 

2008/10/24, 京都新聞朝刊, 27ページ
 

 
2008/07/13, 毎日新聞　地方版, 24ページ, , 991文字 

内容 見出し 掲載日・掲載紙・文字数など 

■立命館大学の学びに関する特徴的な記事（期間：2008年5月1日～2008年10月30日、「在学生の学びの取り組み、講義紹介、教育制度の紹介、卒業生の活躍」） 

 

調査：日経テレコンに登録されている記事から「同志社大学」で検索 
総数：1115件 
掲載：2008年5月1日～2008年10月30日 
対象紙：日経新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、産経新聞、京都新聞 
上記以外の主な項目：シンポジウム、スポーツ、企業人事、不祥事、教員コメント、研究成果の発表 

在学生の学びの取り組み 

講義紹介 

教育制度の紹介 

卒業生の活躍 

京田辺の商店街、同大生が元気づけ　そうめん流しなど催し＝京都 

薬科大生らのグループ、ラオスに小学校建設　「識字率向上を」＝多摩 

４人の大学生“取材デビュー” 中京区の朝日新聞京都総局で記者体験／京都 

そこが知りたい　新田辺東商店街活性化プロジェクトチーム「ＥＶＯ＆ｒｅｖｏ」代表 

田原剛さん　結成半年、成果と課題は？ 

環境　世界と対話続ける　学生サミット　同大で報告会 

私たちタフ・ネゴシエーター　同大組、世界コンペ２位　「日本人の力示せた」 

水の大切さ訴え　雨水タンク設置同志社大で学生ら 

（ひと）森喜駿さん　伊賀鉄道の利用増目指す大学生／三重県 

ひとフォーカス　「世界学生環境サミットｉｎ京都」実行委員長　上杉祐都さん（２０） 

身近な省エネ考えるきっかけに 

該当なし 

表現の楽しさ、同大生が“伝授”＝京都 

風の座標］障害学生支援　学ぶ環境を整えよう 

在日コリアン３世：朴大俊さん　弁護士になって２年、個人事務所開設　／滋賀 

（ひと交差点）川中尚子さん　米国経験生かし熱いチームに　／滋賀県 

（ひと）佐藤紘彰さん　日本歴代の女性歌人の詩歌集を米国で出版した 

2008/09/24, , 大阪読売新聞　朝刊, 25ページ, 　, 370文字 

2008/09/06, 東京読売新聞　朝刊, 33ページ, 写, 1113文字 

2008/09/04, 朝日新聞　朝刊, 30ページ, 有, 293文字 

2008/08/30, 京都新聞朝刊, 29ページ, , 1144文字
 

 

2008/07/25, 京都新聞朝刊, 27ページ, , 428文字 

2008/07/24, 京都新聞朝刊, 25ページ, , 612文字 

2008/07/19, 京都新聞朝刊, 28ページ, , 432文字 

2008/07/01, 朝日新聞　朝刊, 26ページ 

2008/05/14, 京都新聞朝刊, 25ページ, , 722文字
 

 

 

2008/06/15, 大阪読売新聞　朝刊, 23ページ, 1175文字
 

 

2008/09/13, 毎日新聞　地方版, 21ページ, , 975文字 

2008/07/04, , 朝日新聞　朝刊, 27ページ, 有, 542文 

2008/05/13, 朝日新聞　朝刊, 2ページ, 有, 611文字 

内容 見出し 掲載日・掲載紙・文字数など 

表４－１　立命館大学の新聞掲載記事

表４　同志社大学の新聞掲載記事
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をつくりあげてきたと考えることができる。

金沢工業大学のこれらの取組みの教訓は、第一に教育

目的あるいは目標の達成の学習プロセスを簡明なものと

する、第二にそのプロセスにおける学生の学習と成長を

学生自ら点検できる学習システムを設計する、第三にそ

れらの取組みを統合した「教育力」として一貫性と継続

性をもって社会に情報発信する、こととまとめることが

できる。これらを「教育力」広報の教訓として学び取る

必要がある。特に、第一と第二の教訓は教学機関との関

係ですぐにできるものではないが、第三の教訓は工夫次

第ですぐに取り組めるものである。これは「Ⅵ．政策提

起」で具体的に提起する。

５．大学生が学びに必要と考える能力や態度

学生が学びのプロセスにおいて重視する項目につい

て、既存の調査から学生が何を学びたいと考えているか

を調べてみた。

一つは、立命館大学の「2007年度学友会新入生アン

ケート」である。その「分析報告」（2007年10月15日

教育開発支援課、大学教育開発支援センター／2007年

５月14日～2007年５月18日実施、対象：2007年度新入

生）の中で新入生が講義に期待しているものを問う設問

があり、その回答は図１である。

第一位の「幅広い教養（知識）」は、2005年度の３割

弱から2007年度には４割弱へと増加し、第二位の「専

門的な知識」は３割強で微減の傾向にあるようである。

「学士力」の項目でいえば、これらは「知識・理解」と

「総合的な学習経験と創造的思考力」に該当するものと

考えられるが、「２」の立命館大学、同志社大学の『大

学案内』比較においては、両大学とも「Ｅ」（表記なし）

である。

もう一つは、Benesse教育開発センターの平成17年度

経済産業省委託調査「進路選択に関する振返り調査―

大学生を対象として―」である（図２）（2005年１月

～２月実施、国の４年制大学に通う大学１年生～４年生

約6500名）。これによると、「専門領域に重要な能力・

態度」で「とても重要」「まあ重要」で６割以上がそう

考えている項目は13あるが、上位１／３の項目は「学

士力」の「汎用的技能」であり、中ほどの１／３は同じ

く「態度・志向性」であり、下位１／３は両者の混在と

大きく括ることができる。これらの項目も、「２」の立

命館大学、同志社大学の『大学案内』比較においては、

両大学とも「態度・志向性」は「Ｅ」（表記なし）であ

り、「汎用的技能」は、立命館大学は「コミュニケーシ

ョン・スキル」を、同志社大学は「問題解決力」を記載

しているが、その他の項目はほとんど「Ｅ」（表記なし）

である。

これらの調査から、学生の教育に求めているものを踏

まえて、「学士力」を軸とする「教育力」広報の打ち出

す情報とその切り口は再検討しなければならない。

６．立命館大学の教育システムが「学士力」項目をどの

程度満たしているかを見るための、「学士力」項目に

おける“あてはめ”の検討

縦軸に学士力、横軸に正課、正課外、課外の項目を並

べ教育コンテンツをあてはめた（表６）。学士力に関す

図１　講義に期待するもの「2007年学友会新入生アンケート」より
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図２　専門領域に重要な能力・態度 Bene sse 教育開発センター「進路選択に関する振り返り調査
―大学生を対象として―（平成17年度）より
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性 

・コミュニケーションスキル 

・数量的スキル 

・情報リテラシー 

・論理的思考力 

・問題解決力 

・自己管理力 

・チームワーク 

　/リーダーシップ 

・倫理観 

・市民としての社会的責任 

・生涯学習力 

創造的思考力 

知識・理解 

学士力の項目 立命館大学の教育システム 

正課 

・講義 

・ゼミ 

・シラバス 

・基礎演習 

・語学講義 

・図書館講座 

・ゼミ 

・ゼミ大会 

・基礎演習 

・「日本の近現代と 

　立命館」 

・ベンチャーコンテスト 

・アクティブラーニング 

正課外 

・リテラシー教育 

・ピア・エデュケーション 

・アクティブラーニング 

・エクステンション講座 

・CLA 

・留学プログラム 

・インターンシップ 

・サービスラーニング 

・留学プログラム 

・ボランティアプログラム 

正課 

・オリター活動 

・クラブ・サークル 

・各種学生スタッフ 

・オリター活動 

・クラブ・サークル 

・各種学生スタッフ 

・イベント、講演会 

表６　立命館の教育コンテンツと学士力項目の関係
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る項目はすべて、立命館大学の教育コンテンツで身につ

けることができ、それらが正課・正課外・課外のシーン

で展開されることが分かる。重要なことは、取り組んで

いる学生たちが自分にどの力がついているのかを実感す

ることである。そのためには、各コンテンツで身につく

学士力について詳細に明記し、学生に伝える必要があ

る。

Ⅴ．調査のまとめ

以上の調査分析のポイントをあらためて課題としてま

とめると、次のようになる。

１．ランキングにおける同志社大学との比較では具体

的に身につける力について問われた項目で同志社

大学のスコア（順位）が高く、立命館大学の教育

プログラムについて訴求が弱いことが伺える。

２．『大学案内』において「学士力」の修得、そのプ

ロセスの記述が弱く（Ⅳ．調査分析結果－２）、

学生が教育に求めるものとかけ離れている（Ⅳ．

調査分析結果－５）。

３．新聞に掲載される在学生の学びの取組みに関する

記事において、「学士力」の修得やそのための教

育システムの紹介が効果的にできていない（Ⅳ．

調査分析結果－３）。

４．教育システムやプログラムを一貫性と継続性をも

って社会に提供できていない（Ⅳ．調査分析結

果－４）。

５．立命館大学が有する教育コンテンツとそこで身に

つく力を体系立ててまとめて情報を発信できてい

ない（Ⅳ．調査分析結果－６）。

Ⅵ．政策提起

１．「教育力」広報の基本としての「＋Rベーシック」

（仮）―　教育システム・支援プログラムのパッケー

ジ化と効果的な打ち出し

「Ⅴ.調査のまとめ」から教育力ある大学としてのイメ

ージを高めていくためには、「立命館大学の卒業生であ

れば、学士力として求められている能力を身につけてい

るはずである」ことを教育システムとプログラムで示し

ていくことが必要となる。

立命館大学には他大学に劣らない多くの優れた教育シ

ステムやプログラムがある。現時点では、それぞれの取

組みを体系立てたものとして紹介することができておら

ず、また、「学士力」の項目とも連動させて発信できて

いない。これらは各学部のパンフレット等で断片的に広

報しているものの、まとまった形での打ち出しができて

いない。これらを「＋Rベーシック」としてパッケージ

化できれば立命館大学の教育力を打ち出す新しく大きな

施策とすることができる。大学案内とその他の広報で

「学士力」が身につく教育コンテンツを整理し、受け手

がわかりやすい形でパッケージ化して説明する。

２．教育力を重視したコミュニケーション活動

上記を具体化するには、広報ツールについてもさらに

発展させるとともに、「教育力」をわかりやすく伝える

ためのコミュニケーション活動が必要である。この間実

施してきている志願者確保のための広報と大学広報の連

携をより強化する視点で、下記の施策の実施を行う。

＜「立命館×『学士力』」本の制作＞

立命館大学の学生は誰でも等しくこれだけの力は身に

つけている、というイメージを広く高校生や父母、教員

に持ってもらうために、「学士力」の項目ごとに、それ

を身につけることができる教育プログラムと、実際に経

験して効果を実感し、成長した学生の紹介を行う。金沢

工業大学の事例から、とくに立命館大学の「教育力」広

報の一貫性と継続性を強化するために立命館の「教育力」

をまとめた一冊の本（冊子）を制作する（「Ⅳ．調査の

まとめの―４」）。

内容は、上記で示したパッケージの紹介を行ったり、

ひとりの学生に焦点を当て４年間を通じて身につけられ

る力を「モデル」化し理想的な卒業時学生像についてビ

ジュアル化する（「Ⅳ．調査のまとめ」）の１～３）、な

ど大学生活を通じて、「学士力」がしっかりと身につく

ことを読者に訴えていくものとする。対象は高校生やそ

の父母、高校の進路指導の教諭とし、さらには初年次教

育のツールなどとして幅広く利用できるものとする。

＜マスコミリリースの工夫＞

特定のイメージを強化していくためには、大学から発

信するメッセージを構造化することが必要となる。この

ことからマスコミに発信するリリースにおいても、立命
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館大学のタグラインに込められた人材育成目標「＋R

未来を生みだす人となる。」とあわせ、「学士力」項目と

の関連性を明確にしていく。

ただし、記事分析でも述べたように、記事になりやす

いのは「在学生の地域での学び」や「在学生のアイデア

による商品化」である。これらの報道を増やすことで

「問題解決力」「リーダーシップ」「市民としての社会的

責任」「統合的な学習経験と創造的思考力」などのイメ

ージを伝えることができる。こうした情報を記事を通し

て浸透させていくために、学生の活躍に関する学内情報

収集を強化することはもちろんのこと、取組みの背景や

学生のコメントを通じて学生が「学士力」を身につけて

いることをイメージさせる記述を行う（「Ⅳ．調査のま

とめ」―４。また、これらの学びの取組みは立命館大学

の特徴のひとつであり、アクティブラーニングや産官と

のネットワークから発生することも多く、立命館大学の

社会とのつながりの中で学生の成長を大切にするという

姿勢を発信することにもつながる。

これらの成果をマスコミのリリースだけでなく、パン

フレットやWebで公開することも効果的であり、さら

に総合的なコミュニケーションを検討していく。

またリリースにあたっては、中央教育審議会の答申と

の関連性について説明を加えたり、各大学ランキングの

発表に合わせて発表するなどして、マスコミが取り上げ

やすくなる工夫を行っていく。

３．在学生への広報活動の強化

立命館大学は「学習者が中心の大学」を目指し、教育

改革に継続的に取り組んでいる。大学の教育内容や学生

生活を自らのものとして理解しているのは在学生であ

り、在学生における立命館大学の教育イメージを高める

ことが、父母、高校・予備校教員、ひいては受験生のイ

メージを変えていくことにつながると考えられる。

現在、広報課が在学生向けに提供する「Webマガジ

ンRSWeb」では在学生が立命館大学の様々な教育プロ

グラムで成長している姿をインタビュー等で紹介してい

る。現在は学生の経験を主に伝えているが、そこで身に

つけた学士力や具体的なプロセスについても取材を行い

記述を強化する。

また、他大学で導入が進んでいる「学生ブログ」を導

入し、教育システムや教育プログラムの体験者が実感す

る「学士力」のテーマで定期的な情報発信を行うことも

効果的である（Ⅳ－１と３）。

Ⅶ．残された検討課題

１．ネット上の対応

インターネットの掲示板機能を利用した大学や授業に

関する情報発信、収集は日常的に行われており、受験生

や在学生が頻繁に書き込み、閲覧すると言われる。授業

評価サイト「みんなのキャンパス」など、各講義の内容

や難易度、テスト方法などが持ち寄られる掲示板におい

て、具体的に身につく力の紹介などを学生が書き込むよ

うに、チェックと対策が必要である。

２．地元・京都（関西）戦略

競合大学と比した立命館大学の「教育力」イメージ強

化にあたっては、地元・京都における差異を明確にした

広報活動が重要となる。地元・京都における受験生の親

世代においては未だ旧来のイメージが残っており、この

ようなイメージを払拭するためには、教育力ある大学と

しての大学像を伝える意識的な広報活動が必要である。

地元・京都における教育・学生活動の記事の増加、既

に立ち上がった産学官による人材育成の場「京都教育創

造フォーラム」の発展等を一層充実させていくことが課

題である。

【注】

１）立命館大学では、2007年にタグライン「+R 未来を生み

だす人になる。」を制定した。「＋Ｒ（プラスアール）」は、

立命館大学で学ぶことの価値を学生一人ひとりにプラスし、

成長を促す意味を込めており、これからの社会を担う人材に

必要な、時代の先を読み取る洞察力や未来を切り開く行動力

を有するたくましい人材を育成するという意味が込められて

いる。以降、広報活動においては、このタグラインに込めら

れた人材育成目標を発信することを重点としている。

２）金沢工業大学では学生が身につける「総合力」として、①

知識を取り込む力、②思考・推論・創造する力、③コラボレ

ーションとリーダーシップ、④発表・表現・伝達する力、⑤

学習に取り組む姿勢・意欲を「学習支援計画書」（シラバス）

に参考指標の形で盛り込んでいる（金沢工業大学2009年度

版大学案内）。

３）CLIP学習プロセス（「CLIP」Creative Learning Initiative

Process）

学生たちが自らの総合力（学力×人間力）の向上を実感で

きることを重視した学習プロセス。
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学生が基礎的な知識を授業や自学自習を通して手に入れる

→知識を自らの体験や仲間との実験・演習の中で考え推論す

ることによって、組み替えや結びつけを行い新たな知識を創

造する→さらにそれを自分以外に向かって、表現を工夫して、

発表・伝達する→それを教員や第三者が評価し、更なる学習

へと向上していく 、の順（金沢工業大学ホームページ）。

http://www.kanazawa-it.ac.jp



－137－

「学士力」を軸とする新たな「教育力」広報の構築（川口・伊藤・石坂・細野）

Creation of an “educational capacity” brand strategy by means of a competitive
analysis with Doshisha University: Aiming to be the brand leader in “student growth

potential” 
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Summary

With competition between universities growing increasingly fierce, society’s attention is now focused on the quality of

higher education. The era is coming when everyone who applies to university will be able to attend, and as many high

school students are currently going on to university the real worth of the added value university can give to students is

being questioned. This is underscored by the fact that the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology

has defined such added value as gakushiryoku (“graduate ability”). “Educational capacity” is an important theme when

creating a university brand strategy, and a point whereby it can aim to distinguish itself from other universities. In this

research, we designated Doshisha University as our competitor for publicity about the university’s “educational capacity,”

which will be even more important in future, and analyzed Ritsumeikan University’s strengths and weaknesses by means of

a comparison of advertising methods for each item that makes up “graduate ability,” with the aim of reflecting this in the

university’s advertising policy. 




